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Abstract 
The office for promoting ICT education at Kanazawa University supports making ICT 
teaching materials to improvement of educational quality. Recently, “Active learning” 
and “Flip teaching” have attracted a lot of attention, and ICT teaching materials, which 
can be used for self-study, preparation and reviewing of the class, realize them. 
Especially, we support to make the version of ICT teaching materials to develop global 
human resources mainly. We have made fifteen teaching materials, English teaching 
materials for Japanese students and language teaching materials for foreign students so 
far. These include MOCC teaching materials that introduce activities of our university to 
the world. In this paper, we introduce contents of them and details of supporting making 
them 
 
 
 ࡟めࡌࡣ .�
近年、ᩥ㒊⛉学┬は大学教育のグローバル人材の⥅⥆的な育成を推進しており、金沢大学

はスーࣃーグローバル大学๰生支援（SGU）஦業・タ࢖プ㹀に採ᢥされている。これにకい、

金沢大学では「金沢大学㸺グローバル㸼スタンࢲード（㹉㹓㹅㹑）の取り組みを推進してい

る。また、2016 年 3 ᭶からは、JMOOC（一⯡♫ᅋ法人日本࢜ープン࢜ンラ࢖ン教育推進協㆟

఍）にて学外にも幅広く教材を公開している。ICT 教育推進室では、アクティブ・ラーニン

グ、反転授業などにᙺ❧つ ICT 教材作成の支援を実᪋している。ICT 教材はᕷ㈍のものもከ

くあるが、教員からは、౑いにくく、金沢大学の教員や学生に᭱㐺な教材とはなりにくいと

いうពぢがある。さらに、教員は自㌟の授業方法に合う教材の作成ពḧはあるが、㈝用や᫬

㛫的な制⣙・技術୙㊊などにより、自㌟で教材を作成しにくい状況にある。ࡑこで、ICT 教

育推進室では教員の要ᮃにᛂえ、実㝿の授業にᙺ❧つ ICT 教材作成の支援を⥅⥆的に行ࡗて

いる。2010 年度以降は、グローバル人材育成の推進を支援す࡭く、日本人向けの外国語教材

や、留学生向けの日本語教材の作成支援を積極的に実᪋してきた。これまでに作成した教材

のከくは「金沢大学教材データベース（eMuseum）」にᥖ㍕され、要ᮃがあれࡤ作成⪅以外の

教員も利用できる。本✏では、これまで作成した ICT 教材の中から、特にグローバル人材育

成を目指した ICT 教材作成支援について⤂௓する。 
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�. ,&7 ᩍᮦసᡂᨭ᥼ࡢᴫせとᨭ᥼᪉ἲ 

 

�.� ,&7 ᩍᮦసᡂᨭ᥼ເ㞟ࡢᴫせ 
 

ICT 教材作成支援の募㞟は、毎年 5 ᭶㹼6 ᭶に、学内の教員にᑐし「ᖹ成ࠐࠐ年度 授業用

ICT 教材作成支援」として公募（ۑۑには、公募実᪋年度がධる）し、ICT 教育推進室の㐠

Ⴀ఍㆟にてཝ正なᑂᰝを行い、支援する教材を㑅ᢥする。年度によࡗてテー࣐が␗なり、౛

えࡤ 2008 年は࣓ࣜディアル教育教材をከく採ᢥし、2011 年度以降は「グローバル人材育成」

をテー࣐にした教材を積極的に採ᢥしている。経済的な支援として、一教材あたりのୖ㝈は

50 ୓෇を目Ᏻとしている。募㞟教材の必㡲᮲件は下記の 7 Ⅼである。 

 
ձ ⏦ㄳ⪅は、正規授業の௦⾲⪅、または、正規授業のᢸᙜ⪅であること 
ղ 正規授業の教材、または、正規授業の自習用教材であること 
ճ ア࢝ンࢧス࣏ータルの学習⟶⌮ࢩステムを利用して公開できること 
մ 教材作成によࡗてⴭ作ᶒが⏦ㄳ⪅に生ࡌ（᭷り）、ࡑれを金沢大学࡬ㆡΏすること 
յ ⩣年㸯᭶ 31 日までに᏶成できること 
ն ࢥࢯࣃンや࢖ンターࢿッࢺで学習できる㟁Ꮚ教材 
շ 金沢大学の௚の教職員が෌利用できること 
 

支援がỴ定した後、ICT 教育推進室の教材作成ᢸᙜ⪅は、まࡎ、⏦ㄳ⪅の教員らと技術的

支援についてᡴち合わせを行う。技術的な支援の㡯目は下記の㏻りである。教材作成のタ࢖

ムテーブル౛を⾲ 㻝 に♧す。 

 
ձ 教材のデ࢖ࢨン支援 

ղ ࢖ラスࢺやᅗの作成支援 

ճ アニ࣓ーࣙࢩン効果の㏣ຍ支援 

մ ࢼレーࣙࢩンの作成支援 

յ ື⏬作成支援 

 

⾲ � ᩍᮦసᡂࣝࣈ࣮ࢸ࣒࢖ࢱࡢ౛ 

 
 

᭶ సᴗᴫせ ᭶ సᴗᴫせ

㻢᭶ ᩍᮦࡢᴫせࠊᢸᙜࠊไస㈝⏝などࡢᡴࡏࢃྜࡕ 㻝㻜᭶㻙㻝㻞᭶ 教材సᡂసᴗ

㻣᭶
ලయⓗなࣝࣈ࣮ࢸ࣒࢖ࢱとእὀ௙ᵝ᭩ࡸㅰ㔠ᨭ
ᡶ࠸などࡢᡴࡏࢃྜࡕ

㻝᭶ 䜰䝙メー䝅䝵䞁⣡ရ䚹䝘䝺ー䝅䝵䞁䛺䛹の㏣ຍ䚹

8᭶ ᩍᮦసᡂసᴗ㛤ጞࠊཬࠊࡧእὀࡢ௙ᵝ᭩సᡂ 㻞᭶

㻥᭶
教材の䝇䝖ー䝸ー䝪ー䝗䚸䝔䜻䝇䝖㒊ศのసᡂ㛤ጞ䚹
䜰䝙メー䝅䝵䞁䜢እὀ䛻䛶Ⓨὀ䚹

㻟᭶

教材඲యの⦅㞟䚸᏶ᡂ䜈の☜ㄆసᴗ䚹
እὀ㈝䚸ㅰ㔠のᨭᡶ䚹

100

Forum of Language Instructors, Volume 11, 2017



Forum of Language Instructors, Volume 11, 2017 

 101

�.� ලయⓗなᩍᮦసᡂࡢᨭ᥼᪉ἲ 

 

教材の作成方法はྛࠎの教員・教材・内容などによࡗて␗なるが、ከくは、教職員が中心

となり教材の࢜ࣜࢼࢩを作成し、ICT 教育推進室のスタッフが࢖ンスࢺラクࣙࢩンデ࢖ࢨン

にᇶ࡙きデ࢖ࢨンなどを⦅㞟する。教材作成のᡴ合せや連⤡は、࡯とࢇどのሙ合࣓ールを用

いるが、必要なሙ合は㠃ㄯによる఍㆟も行う。ྛ教材は学習⟶⌮ࢩステム（:eEClass）にテ

スࢥࢺースを作成しື作を☜ㄆする。 

教材作成の具体的なᡭ㡰として、まࡎ、教員からᥦฟされた :ord ཎ✏や PowerPoint デー

タ、ᡭ᭩きの࢖ラスࢺなどから、࢖ンスࢺラクࣙࢩンデ࢖ࢨンにᇶ࡙く PowerPoint フ࢖࢓ル

を作成する。教員から教材全体の࣓࢖ージやデ࢖ࢨンの要ᮃがあるሙ合は、ࢧンプルをいく

つか作成し㑅ᢥしていただく。PowerPoint を用いる大きな⌮由は、教材作成支援は༢年度の

取り組みであり、年度がኚわࡗた後に内容のኚ᭦が必要なሙ合でも、教員自㌟が自らኚ᭦・

㏣ຍなどの⦅㞟が可能なためである。 

PowerPoint データの࡯かには、ᡭ᭩きの࢖ラスࢺཎ✏や㈨ᩱをཧ⪃に、
.jpg や
.GIF とい

素材を作成する。㟼Ṇ⏬でㄝ᫂しにくい㒊ศはࢺラス࢖たᙧᘧのࡗ PowerPoint のアニ࣓ーࢩ

ࣙンᶵ能を用いて࢜ー࢖࢙ࢩࢺプで作成したᅗをື⏬㢼に⾲現することも可能である。必要

なሙ合はアニ࣓ーࣙࢩン GIF 素材を作成することもある。また、㧗度なື⏬（౛えࡤ 3D ື

⏬）素材やᑓ㛛英語のᰯ正などは外注することもある。中には、教員が教材の素材のみを‽

ഛし、予⟬の⠊ᅖ内で作成作業の全てをᫎീ制作఍♫など࡬外注するሙ合もある。 

ンの作成・⦅㞟などもࣙࢩレーࢼ ICT 教育推進室で行う。これまでは、教員本人や学生ア

ルバࢺ࢖がࢼレーターをᢸࡗていたが、スタッフやスタジ࢜の☜保が㞴しく、⦅㞟作業にも

᫬㛫と㈝用がかさࡴことから、教材作成の合⌮໬をᅗるため、2016 年度からは㡢ኌ作成ࢯフ

ンࣙࢩーࢿࢺン࢖アは᧯作が⡆౽で、㏿度や࢙࢘ࢺフࢯアをᑟධした。この㡢ኌ作成࢙࢘ࢺ

のኚ᭦はもちࢇࢁ、ᑓ㛛用語を正しくㄞませるᶵ能もある。この㡢ኌ作成ࢯフ࢙࢘ࢺアで作

成した㡢ኌ素材は、ࡑのまま PowerPoint にᤄධでき、アニ࣓ーࣙࢩンື作とのྠ期も⡆༢に

タ定できる。また、教員からの要ᮃによりࢼレーࣙࢩンに合わせたᏐᖥをᤄධすることもあ

る。 

 

�.3 సᡂࡓࡋᩍᮦ୍ࡢぴとᴫせ 
 

教材の作成年度と教材ྡ、作成㒊⨫の一ぴを⾲ 㻞 に♧す。作成した英語教材、およࡧ、留

学生向け教材は、2010 年度は 1 件、2011 年度は 2 件、2012 年度は 2 件、2013 年度は 4 件、

2014 年度は 2 件、2015 年度は 3 件、2016 年度は 1 件であり、合ィ 15 件であࡗた。 
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�.� ᩍᮦࡢලయⓗなෆᐜとࢪ࣮࣓࢖ 

 

2010 年度に作成した「英語ࣜーディング教材（Kanazawa in Photo and :ords）」（外国語教育

◊✲センター）のᴫ要は、日本人学生が外国の方に金沢の㒔ᕷやࡑのఏ⤫とᩥ໬に㛵するこ

とをㄝ᫂するために、ẚ㍑的ศかりやすい英語で語る教材である。教材⏬㠃౛をᅗ �に♧す。 
 

  
ᅗ � ⱥㄒ࣮ࣜࢢࣥ࢕ࢹᩍᮦࡢ⏬㠃౛ 

 

2011 年度、2012 年度には「デᐹ・デ᩿のための実用་学・┳ㆤ 英఍ヰ教材 +ow to interview, 

E[amine, $nd Listen to your patients (+E$Ling)」と「⮫ᗋ実習（クࣜニ࢝ル・クラークࢩップ）

のための実用་学英఍ヰ教材 ±Do¶s and Don¶ts-」（་学㢮）を作成した。 

102
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前⪅は、外国人ᝈ⪅をデᐹする㝿に英語でᑐᛂするሙ合のࣅデ࢜を中心にした教材である。

デᐹ室でのᝈ⪅とのᑐヰが中心で、ዲましくないᑐᛂ౛や注ពⅬと、Ⰻいᑐᛂ౛をᫎീで学

ージをᅗ࣓࢖教材。ࡪ �、ᅗ �に♧す。 

後⪅の「英語による᭹⸆指ᑟ」と「英語による᭹⸆指ᑟϩ（ステップアップ⦅）」（⸆学㢮）

は、近年ቑຍഴ向にある外国人ᝈ⪅࡬の、英語による᭹⸆指ᑟの正☜なㄝ᫂方法を教材໬し

たものである。ࣅデ࢜教材のᵓ成をᅗ �に♧す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2013 年度は ICT 教材作成支援の募㞟テー࣐を「グローバル人材育成を目指す教材」として

4 件を採ᢥした。外国語教育◊✲センター㛗が┘ಟᙺをົめた「グローバル人材育成を目指

すඹ㏻教育用 e-Learning 英語教材」では、外国語教育◊✲センターと⸆学⣔の英語教育ᢸᙜ

の外国人教員 2 ྡが中心になり、金沢大学の学生に合う ICT 英語教材を作成することになࡗ

た。教材ᩘは㈝用の㛵ಀから授業 5 ᅇศを作成することになࡗた。教材の⏬㠃౛を図 㻡 に♧

す。 

この教材作成では、学生がぢてわかりやすい教材作成を目指しており、作業に学生アルバ

図 㻞 ዲ䜎䛧䛟䛺䛔ᑐᛂ

図 㻟 Ⰻ䛔ᑐᛂ౛ ᅗ ᭹⸆ᣦᑟϩࠖࡿࡼ࡟ⱥㄒࠕ �
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をࢺ࢖ 4 ྡ㞠用した。全員でのᑐ㠃によるᡴ合せを᭶に 1㹼2 ᅇ実᪋し、作業の進ᤖ状況を☜

ㄆした。ື⏬やアニ࣓ーࣙࢩンは外国人のᑓ㛛デࢼ࢖ࢨーに外注した。教材は 3 ᭶ᮎまでに

᏶成し、2014 年度の授業に利用されている。主な利用方法は、まࡎ、e-Learning 教材で学習

し、ḟに授業をཷけ、෌度 e-Learning 教材で学習し、☜ㄆテスࢺをཷける。この教材では、

༢語をクࣜックすると連語とྠ義語の༢語ࣜスࢺがୖ㒊に⾲♧される仕組みである。2014 年

度には 2015 年度の授業用に 3 ᅇศの教材を㏣ຍ作成した。 

2014 年度には௜ᒓᅗ᭩㤋のⶶ᭩検⣴ࢩステム「OP$C Plus」のື⏬教材を作成した。「ᇶ♏

⦅ 1」「ᇶ♏⦅ 2」「ᛂ用⦅」の 3 㒊ᵓ成であり、日本語∧の࡯か、留学生や外国人教職員のた

めに英語∧を作成した。本教材は᪂ධ生向け「᝟ሗฎ⌮ᇶ♏」（ཷㅮ⪅Ỉ：⣙ 1,800 人）で利

用された࡯か、௜ᒓᅗ᭩㤋のフロアにあるࢥࢯࣃンで㜀ぴできる。教材࣓࢖ージを図 6 に♧

す。 
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2015 年度は 2 件の英語教材を作成した。1 件は地域連携推進センターと ICT 教育推進室の

協働により、本学の取組を全世界に向けて発信する初の MOOC（Massive Open Online Course）

用の教材として作成した”Living in +armony with 1ature: Satoyama and Satoumi in Japan and 

:orld “(自↛とඹ生する生き方：日本と世界の㔛ᒣ・㔛ᾏ)である。教材のᵓ成は、学㛗のᣵ

ᣜと教材ᴫ要のプロࣔーࣙࢩンࣅデ࢜に始まり、地域連携推進センターの教員や、能登ᅾఫ

の㔛ᒣ㔛ᾏの活ືを推進しているㅮᖌのᫎീが中心である。ㅮ義では、能登༙ᓥでの㔛ᒣ・

㔛ᾏを活用した自↛とඹ生する地域࡙くりをᢸう人材㣴成プログラムや，フィࣜࣆン・ルࢯ

ンᓥでのᲴ田を利用した人材㣴成プログラムを㏻ࡌて，㔛ᒣをめࡄるㄢ㢟とࡑの⫼後に広が

るᮍ᮶の可能ᛶや，ⲡの᰿のグローバルな連携について学ࡪ。教材制作は、ྛㅮᖌがベース

となる教材を作成し、ICT 教育推進室のスタッフがデ࢖ࢨンを⦅㞟し、ື⏬᧜ᙳと᏶成教材

までの制作は、ᑓ㛛のᫎീ制作఍♫に外注した。本教材をᥖ㍕するプラッࢺホームは、富ኈ

㏻ᰴᘧ఍♫が JMOOC（ͤ）公ㄆプラッࢺホーム「Fisdom（フィࢲࢬム）」として開タしたも

のであり、ࡑの➨ 1 ᙎのㅮᗙをᥦ౪することとなࡗた。教材のプロࣔーࣙࢩンࣅデ࢜の࣓࢖

ージᅗをᅗ 7 に、教材࣓࢖ージをᅗ 8 に♧す。教材はす࡭て英語であり、4 㐌㛫の授業では

毎ᅇ、英語のレ࣏ーࢺᥦฟがㄢされた。 

 

  
ᅗ  ᅗࢪ࣮࣓࢖ࡢ࢜ࢹࣅࣥࣙࢩ࣮ࣔࣟࣉ �

  
 

ᅗ � “Living in Harmony with Nature: Satoyama and Satoumi in Japan and World” ࢪ࣮࣓࢖ࡢᅗ 
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もう一件は、地域๰㐀学㢮が௻⏬したもので、世界における能登・ຍ㈡の఩⨨௜けを⌮ゎす

ることが可能なศᯒᡭ法や、ࡑのようなศ⫼⤖果の可ど໬ᡭ法およࡧ可ど໬のព義などにつ

いて⌮ゎを῝めることを目的としている。ㅮ義ྡは ”Satoyama in Japan¶s 1oto and Kaga 

regions: Tools to visualize and analyze the spatial distriEution of ecosystem services”（能登・ຍ㈡を

中心とした㔛ᒣの自↛のᜨみと人ࠎのᬽらし：ᜨみのཷ┈と㈇ᢸの✵㛫ศᕸを可ど໬するࢶ

ールの開発）であり、本学の全地⌫的どᗙとᕫの❧ち఩⨨を▱るという SGU の教育⌮ᛕの進

ᒎにも㈉⊩する。また、⎔ቃ᝟ሗの可ど໬をめࡄる㆟ㄽでは、学習⪅┦஫の学習活ືを活発

໬させることが期待でき、アクティブ・ラーニングを浸透させるうえでも᭷用な教材である。

教材࣓࢖ージを図 8 に♧す。 

  
図 8 教材 “Satoyama in Japan’s Noto and Kaga regions: Tools to visualize and analyze 

the spatial distribution of ecosystem services”の教材イメージ図 
 
�01� 年度は⌮ᕤ学域⎔ቃデ࢖ࢨン学㢮の「ὶ体ຊ学およ₇ࡧ習」の教材を作成した。この

⛉目は英語໬ᑐ㇟であり，日英ᑐ↷ᙧの自習用教材（ㅮ義要Ⅼの࢖ࢲジ࢙スࢺ：予習用）と

して活用する目的で作成した。ྠࡌ教材について日本語∧と英語∧を作成した。日本人学生

が日本語教材で学ࡑ、ࡧの後、英語教材で⌮⣔英語を学ࡪことができる。 
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また，ベࢼࢺム・ホー࣑ࢳンᕷᕤ⛉大学との࢖ࢶニングプログラム生として，現地で日本

語学習を行ࡗているベࢼࢺム人学生向けにも公開し，日本語によるᑓ㛛⛉目学習の⿵ຓ教材

として用いる。日本語でわかりにくい㒊ศは、英語教材で☜ㄆすることができる。教材の࢖

࣓ージᅗをᅗ �ᅗࠊ �� に♧す。本教材ではࢼレーࣙࢩンࢯフࢺを用いており、英語∧、日本

語∧ともに、㡢ኌに合わせたᏐᖥが⾲♧される。 
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 これまでに ICT 教育推進室で作成した

ICT 教材や教材用の素材を、作成した教

員以外にも広く利用可能にするため、

2015 年度に「金沢大学教材データベース

（eMuseum）」（Educational and Electronic 

Museum for e-Learning）を作成した。利

用ᕼᮃ⪅は、ア࢝ンࢧス࣏ータルにログ

ン後、ࣜンク࣓ニࣗーから「教材デー࢖

タベース（eMuseum）」をクࣜックする。

“eMuseum”のࢺップ⏬㠃をᅗ �� に♧す。

Forum of Language Instructors, Volume 11, 2017 άϩʔόϧਓࡐҭ੒Λ໨ͨ͠ࢦ I$5 ԉࢧ੒࡞ࡐڭ

107

Forum of Language Instructors, Volume 11, 2017 

 10�

また，ベࢼࢺム・ホー࣑ࢳンᕷᕤ⛉大学との࢖ࢶニングプログラム生として，現地で日本

語学習を行ࡗているベࢼࢺム人学生向けにも公開し，日本語によるᑓ㛛⛉目学習の⿵ຓ教材

として用いる。日本語でわかりにくい㒊ศは、英語教材で☜ㄆすることができる。教材の࢖

࣓ージᅗをᅗ �ᅗࠊ �� に♧す。本教材ではࢼレーࣙࢩンࢯフࢺを用いており、英語∧、日本

語∧ともに、㡢ኌに合わせたᏐᖥが⾲♧される。 

 
 

ᅗ  ᅗࢪ࣮࣓࢖᪥ᮏㄒ∧ᩍᮦసᡂࡢࠖ⩦₇ࡧࡼ࠾ὶయຊᏛࠕ ��

 

�.� 㔠ἑ኱Ꮫᩍᮦࠕࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹH0XVHXPࠖ 

 
 これまでに ICT 教育推進室で作成した

ICT 教材や教材用の素材を、作成した教

員以外にも広く利用可能にするため、

2015 年度に「金沢大学教材データベース

（eMuseum）」（Educational and Electronic 

Museum for e-Learning）を作成した。利

用ᕼᮃ⪅は、ア࢝ンࢧス࣏ータルにログ

ン後、ࣜンク࣓ニࣗーから「教材デー࢖

タベース（eMuseum）」をクࣜックする。

“eMuseum”のࢺップ⏬㠃をᅗ �� に♧す。



グローバル人材育成を目指した ICT 教材作成支援 

 108

このデータベースは、ICT 教育推進室が作成を支援した教材だけでなく、金沢大学の教職員

が自ら作成した教材を自由にアップロード可能であり、英語教材や教材用の素材などが幅広

く活用されることを期待したい。 

 

3. まとめと課題  

 

ICT 教育推進室では、毎年、公募により正規授業の教材、または、正規授業の自習用教材

の作成を経済的・技術的に支援している。毎年、公募開始前から問い合わせがあるなど、教

材作成支援体制が学内に浸透していることが伺える。近年は特に、金沢大学が推進している

グローバル人材育成を目指した仕様の教材作成を中心に支援しており、これまでに作成した

教材のうち、日本人学生向けの英語教材と留学生向けの語学教材は合わせて 15 件であり、正

規授業などで利用されている。この中には、地域連携推進センターと協働で作成した、本学

の取組を全世界に向けて発信する初の MOOC 用教材も含まれる。なお、今後は、教材の利用

状況や効果について検証する必要がある。 

さらに、2015 年度には、教材を作成した教員以外の教員にも利用可能にするため、「金沢

大学教材データベース（eMuseum）」を制作し、これまでに作成した教材を登録した。 

ICT 教材は、近年、「アクティブ・ラーニング」「反転授業」という教育方法が注目されて

いるが、自主的な予習・復習に活用できる ICT 教材は、これらを実現する方法の一つであり、

本支援にて作成した ICT 教材の活用を期待したい。 

なお、ICT 教育推進室では、2017 年度以降も ICT 教材作成支援を行う予定であり、グロー

バル人材育成を目的とした教材を積極的に採用することを検討している。ICT 教材作成支援

の具体的な内容については、下記アドレスのお問合せフォームをご利用いただきたい。 

https://contactus.cis.kanazawa-u.ac.jp/authentication/inquiryform.php 
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